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スペイン語の接続法未来形について 
 
土井裕文 
１ はじめに 
 現代スペイン語において、接続法未来形はほとんど使われない。それを反映してか、専
攻の授業においてさえも日本のスペイン語教育では、この接続法未来形がほとんど扱われ
ない。 
 しかしながら、接続法未来形が現代において衰退したからといっても、現代においても
接続法未来形を全く使わなくなったわけではない。 
 実は、この接続法未来形は誕生時期が古いわけではない。というのも、古典ラテン語に
は、接続法未来形なるものが存在していなかったからである。 
 この接続法未来形の最盛期・統語条件・由来を調べてみるのが本稿の目的である。 
 
２ 接続法未来形の最盛期 
 スペイン語の接続法未来形は、歴史上、どの時代によく使われたのだろうか。主要な動
詞を選んで、その数を時間軸上で追ってみたのが、次の図である。1) 
表 1 主要動詞における接続法未来形の頻度 
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 単純に、数の上での推移は 13 世紀ごろが最盛期で、その後、黄金世紀（16 世紀）あたり
までが活躍の時期であると言えよう。 
 Camus Bergareche (1990: 420)は、接続法未来形が 13 世紀には勢力が弱まってきている
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気配があると述べている。2) 
表 2 主要動詞における接続法現在形の頻度 
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 確かに、接続法未来形（表１）と接続法現在形（表２）のグラフを見比べると、接続法
未来形の使用頻度は、1200 年代の数と比べて 1300 年代にぐっと頻度が減っている。1400
年代に入り、接続法未来形が接続法現在形に取ってかわられていく推移の表れであると言
えるのではなかろうか。 
 
３ 現代スペイン語における接続法未来形の使われる環境 
 ここで、現代スペイン語に見られる接続法未来形の用法を見てみよう。筆者が CREA
（REAL ACADEMIA ESPAÑOLA: Banco de datos (CREA) [オンライン]. Corpus de 
referencia del español actual. <http://www.rae.es> [最終アクセス日 2007 年 11 月 28 日]）
で入手できた接続法未来形の実例は、大きく２つに大別できる。副詞節と形容詞節（関係
詞節）の２つである。接続法未来形には筆者が下線を付した。 
 
●副詞節（si 条件節内） 
 Si el plebiscito fuere negativo, no podrá renovarse la propuesta de autonomía hasta 
transcurridos cinco años. (PRENSA (1981) El País, 03/01/1981, Diario El País, S.A. 
(Madrid), 1981, ESPAÑA, 03.Justicia, legislación) 
 
 Lo mismo puede hacer si creyere que el vendedor llevará una acción reivindicatoria, 
esto es, una acción para recuperar la cosa vendida. (Maldonado Fabián, María M.; 
Negrón Portillo, Luis Mariano (1997) Derecho Mercantil y otros principios del 
Derecho puertorriqueño, D (Puerto Rico), 1997, PUERTO RICO, 03.Derecho) 
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●副詞節内（si 条件節以外の副詞節） 
 Cuando se pusiere en tela de juicio a una persona durante el desarrollo de la 
investigación de forma que pueda suponer un perjuicio para la persona en cuestión, 
ésta será informada por la comisión temporal de investigación; la comisión 
temporal de investigación oirá a dicha persona a instancia de la misma. (García de 
Enterría, Eduardo; Tizzano, Antonio; Alonso García, Ricardo (1996) Código de la 
Unión Europea, Civitas (Madrid), ESPAÑA, 03.Unión Europea) 
 
 La votación se celebrará dentro de un plazo de dos meses a partir de la recepción de 
la propuesta, salvo que el Parlamento, a solicitud de la comisión competente, un 
grupo político o de veintinueve diputados como mínimo, tomare otra decisión. 
(García de Enterría, Eduardo; Tizzano, Antonio; Alonso García, Ricardo (1996) 
Código de la Unión Europea, Civitas (Madrid), ESPAÑA, 03.Unión Europea) 
 
 j) Las modificaciones en el contrato, aunque fueren sucesivas, que impliquen, 
aislada o conjuntamente, alteraciones del precio del contrato en el momento de 
aprobar la respectiva modificación, en cuantía superior, en más o en menos, al 20 
por 100 del importe de aquél o representen una alteración sustancial del mismo. 
(EFÍMERO (1999) 99206025. Página web , ESPAÑA, 08.Páginas web) 
 
●関係節内 
 （略）si el apetito es bueno, se controle y según la cantidad que comiere se 
computará el beber, que será vino muy bien templado si no se tiene fiebre（略）
(Muñoz Calvo, Sagrario (1994) Historia de la farmacia en la España moderna y 
contemporánea, Editorial Síntesis (Madrid), ESPAÑA, 06.Farmacología) 
 
 Resulta curiosísimo que la lista de atributos -intelectuales y sentimentales- del 
prefascismo se podría aplicar al pensamiento de un Felipe González, como podrá 
comprobar todo el que leyere estas páginas. (Gutiérrez, José Luis; Miguel, Amando 
de (1989) La ambición del César. Un retrato político y humano de Felipe González, 
Temas de Hoy (Madrid),ESPAÑA, 03.Política) 
 
 Quien lo leyere encontrará, por ejemplo, una discusión crítica sobre las tesis 
doctrinarias sostenidas por un hegeliano alto funcionario estadounidense llamado 
Francisc Fukuyama. (PRENSA (1997) ABC Cultural, 20/12/1996 : CIVILIZADOS, 
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BÁRBAROS Y SALVAJES, Inter CD S.L. con el patrocinio de Grupo Planeta 
(Madrid), ESPAÑA, 02.Sociología) 
 
 Viniera de donde viniere, el hecho incuestionable es que la morcilla es preparación 
de consumo generalizado en Europa, y que de ella se hacen cientos de variedades 
según los gustos de cada región, localidad, o incluso clientela, ya que la carnicera 
de Sopuerta (Vizcaya) tiene fama de hacerlas riquísimas y según fórmulas 
distintas, para contentar a su parroquia. (VV.AA. (1982) Manual de la matanza, R 
y B Ediciones (Madrid), ESPAÑA, 05.Gastronomía, cocina) 
 
 そろった実例は、すべて従属節で使われていた。逆に言えば、主節での使用は見られな
いということである。 
 
Real Academia Española (1973:482)によると： 
 
 Hoy solo se usa, aunque poco, en la lengua literaria y en algunas frases hechas 
conservadas en el habla coloquial, como sea lo que fuere; venga de donde viniere; 
Adonde fueres, haz lo que vieres (refrán). 
（今日では、ほとんどないが、書き言葉や口語に残るいくつかの決まり文句 sea lo 
que fuere（何であろうと） venga de donde viniere（どこから来ようとも）; Adonde 
fueres, haz lo que vieres（ことわざ：郷に入っては郷に従え）など、で使われるに
すぎない。） 
 
とある。接続法未来形の実例を採取しようとすると、この決まり文句の実例が圧倒的であ
った。3) 
 また Alarcos Llorach (1994:160)では、書き言葉の古語表現と説明されている。法律文な
ど古い用法を残すものにも見られるという。 
 
Si alguien infringiere esta disposición, será obligado a pagar la indemnización a 
que hubiere lugar. (Alarcos Llorach 1994:160) 【下線は筆者による】 
 
 CREA で採取できた実例も、やはり法律や政治の分野で使われるケースが多かった。 
 
 Losada Durán (2000:132)によると： 
 
El futuro en -re sólo aparece en oraciones dependientes, subordinando a un 
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presente, a un futuro de indicativo y al imperativo. 
（-re 未来形は、従属節にだけ現れ、現在／直説法未来／命令に従属する。） 
 
とある。Losada Durán の指摘にあるように、si 条件節内および関係詞節内での使用が目立
ち、主節に使われている例文はひとつもなかった。 
 以上のことから、現代スペイン語の接続法未来形は： 
 
①副詞節に使われる 
②決まり文句を含め、形容詞節に使われる 
③主節に使われることがない。 
 
ということが言えよう。4) 
 
４ 接続法未来形の由来 
 実は、古典ラテン語には接続法未来形が存在しない。ところが現代のイベリア半島で話
されている２言語（スペイン語・ポルトガル語）においては、接続法未来形が誕生してい
る。形式に着目してみると、古典ラテン語の接続法完了形とよく似ている（図１参照）。 
 
 
古典ラテン語接続法完了形 
FUERIM FUERIMUS 
FUERIS FUERITIS 
FUERIT FUERINT 
 
 
   スペイン語接続法未来形    ポルトガル語接続法未来形 
fuere fuéremos 
fueres fuereis 
fuere fueren 
for formos 
fores fordes 
for forem 
 
図 1 古典ラテン語の接続法完了形とイベリア半島における接続法未来形 
 
 松平・国原（1992:216）は、古典ラテン語接続法完了形の用法の１つとして、「可能性」
に言及している。 
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可能性：現在か未来について、接続法現在と区別なく用いられる。 
 Hoc sine ulla dubitatione confirmaverim.【下線は筆者による】 
 私はこのことをいささかのためらいもなく断言できると思う。 
 
 古典ラテン語の接続法完了形が、スペイン語やポルトガル語の接続法未来形になったと
いうことである。また、ラテン語では、意味の上でも、接続法現在形と区別なく使われて
いたこともあるので、上記の表を見る限りでは、この説明を納得して受け入れることがで
きよう。 
 ところが、Álvarez Rodríguez (2001)は、スペイン語の接続法未来形はラテン語の直説法
未来完了（表３）から由来していると説いている。 
 
表 3 古典ラテン語直説法未来完了形 
FUERO FUERIMUS 
FUERIS FUERITIS 
FUERIT FUERINT 
 
 古典ラテン語の直説法未来完了形は、接続法完了形とほとんど同じである。１人称単数
形だけが異なるに過ぎない。確かに、形の上では、直説法未来完了形から派生したと考え
るほうが自然である。 
 Álvarez Rodríguez (2001:85)によると、接続法未来形がこの古典ラテン語の接続法完了
形のみから由来しているという説は、中世スペイン語の接続法未来１人称単数形の語尾が-o
も見られたことを説明できないとして、否定している。 
 中世スペイン語の接続法未来形における-o の語尾に関しては、実際、次のような実例が
CORDE（REAL ACADEMIA ESPAÑOLA: Banco de datos (CORDE) [オンライン]. 
Corpus diacrónico del español. <http://www.rae.es> [最終アクセス日：2007年11月28日]）
で見つかる。 
 
El infant sopo nuevas del cavallo tan fiero, 
dixo: "Nol prendrá omne si yo non lo prisiero, 
creo que será manso luego que yo l'oviero, 
perdrá toda bravez quando en él subiero." 
(Anónimo (1240 – 1250) Libro de Alexandre, Jesús Cañas, Cátedra (Madrid), 
1988, ESPAÑA, 22.clerical)【下線は筆者による】 
 
 この実例には、興味深いことに、si 条件節のほか、luego que（〜した後）、quando（〜
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する時）という副詞節に接続法未来形が使われていて、いずれも副詞節が主節よりも先行
する事柄を表している。接続法未来形は、これから起こりうる事柄を仮定するのに使って
いるのだが、主節の動作が起こる際にはすでに終了している事柄を表しているのである。 
 p ならば q ということを表現するには、p という命題は完了していなければいけない。ひ
とことでいうなら、接続法未来形は、「未来のある時点における完了」の要素が含まれてい
るといえよう。 
 未来の事柄を表現する際の仮定的な内容には、接続法未来形が使われていたことがわか
った。仮定的な内容を表現する際、「完了」したことを接続法未来形は表現していたのであ
ろう。5) 
 とすると、やはり、意味の面から見ても、ラテン語の直説法未来完了形から派生したと
見る方が自然であろう。 
 
 しかし、ひとつ忘れてはならないことがある。スペイン語の接続法未来形の登場する環
境は、si条件節6)、副詞節や形容詞節に限られる。それに対して、古典ラテン語の直説法未
来完了形は、松平・国原（1992:91）によると、直説法未来形の強調形として主節にもつか
われたことがあるという。 
 つまり、古典ラテン語の直説法未来完了形は、主節に使え、間違いなく直説法の性格を
備えているということである。 
 
 Luquet (2004:109)には、次の説明がある。 
 
El futuro de subjuntivo, por regla general, no parece más que en las oraciones 
adjetivas y adverbiales y, de manera mucho más esporádica, en las oraciones 
sustantivas dependientes de una oración adjetiva o adverbial cuyo verbo está ya 
en futuro de subjuntivo. 
（接続法未来は、一般的な規則では、形容詞節・副詞節に見られるに過ぎない。ま
た、かなり散発的にではあるが、形容詞節・副詞節に従属する名詞節にも、接続法
未来が使われている） 
 
 現代を含め、歴史上、スペイン語では、主節に接続法未来形が使われた実例がない。と
すると、未来完了的な用法を備えつつも、統語的には従属節の位置にしか置けないという
ことが言えそうである。 
 接続法は本来従属節に使用されるというのが原点である。スペイン語の接続法未来形は、
古典ラテン語の直説法未来完了形（意味面）と接続法完了形（統語面）が交錯した結果、
遺伝子を１つずつ受け継ぎ、接続法未来形になったと考えるのが納得できるところではな
いだろうか。7) 
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   古典ラテン語接続法完了形     古典ラテン語直説法未来完了形 
FUERIM FUERIMUS 
FUERIS FUERITIS 
FUERIT FUERINT 
FUERO FUERIMUS 
FUERIS FUERITIS 
FUERIT FUERINT 
 
統語的側面（従属節）     意味的側面（未来完了） 
現代スペイン語接続法未来形 
fuere fuéremos 
fueres fuereis 
fuere fueren 
図 2 現代スペイン語接続法未来形になるまでの仮説 
５ 終わりに 
 スペイン語の接続法未来形を考察してきた。次の３点が指摘できよう。 
 
① スペイン語接続法未来形は、黄金世紀ごろまでが活躍の時期だった。 
② 現代スペイン語の接続法未来形は、副詞節／形容詞節に限られて使用される。 
③ 接続法未来形は、古典ラテン語の直説法未来完了形と接続法完了形の２つから成立した
と考えられる。 
 
 スペイン語の接続法未来形はまだまだ奥深い。今後、さらに実例を集めていきたい。8) そ
して、現代スペイン語の接続法過去-ra形の接続法化も考慮にいれながら、稿を改めて考え
たい。9)
 また、ある特定の地域で根強く残っているとも言われる（Sastre 1997:40-41）。これにつ
いても別の機会に考察したいと思う。 
 
 
注 
1) Davies (2006)を参考に、現代スペイン語で使われる動詞トップ１０を選び抜いた。また
ここで使用したデータはDavies氏構築のコーパスから取得したものである。URL: 
http://corpusdelespanol.org/ 
2) 13 世紀以降、条件文に使われた接続法未来は直説法現在に置き換わり、その他の統語条
件では接続法現在に置き換わったと補足している。 
3) ここでいう決まり文句のsea lo que fuereなどは、構造上、関係詞と同じなので、筆者の
分類では関係詞と同じグループに含めた。 
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4) Sastre (1997:39)にも同種の言及がある。また中岡（1993:132-133）に中世スペイン語に
おける接続法未来形の統語環境が挙げられている。現代スペイン語の接続法未来形の使い
方は、中世スペイン語と比べてそれほど変わっていないと思われる。 
5) 現代日本語の「これをやったらご褒美をあげるよ」の「たら」という機能とよく似てい
る。 
6) 現代スペイン語において、si条件節には、直説法現在形と接続法未来形および接続法過去
は許されるが、直説法未来形や接続法現在形は、不可である。 
7) Penny (1993:163)は、古典ラテン語の直説法未来完了形と接続法完了形が融合してでき
たとしている。CANTAVERO/CANTAVERIM > cantare 
8) Lapesa (1981:216)には 10 世紀のスペイン語に関して、次の記述が見られる。 
En las oraciones subordinadas que hoy exigen subjuntivo aparece a veces el futuro de 
indicativo: <<cuando los gallos cantarán>>, junto a <<quando fuere la lid>>.（今日では
接続法が要求される従属節に、ときとして直説法未来が現れたので、”quando fuere la lid”
「合戦があるとき」と併存して”cuando los gallos cantarán”「雄鶏が鳴くとき」の用法が
みられた。中岡・三好訳(2004:210-211)） 
 接続法未来形に特化した説明ではないが、10 世紀には、直説法未来形が cuando 節に現
れているということになる。この時点で接続法未来形は接続法の意味役割を獲得していた
ともいえよう。 
9) 15 世紀には、-ra形（fuera < 古典ラテン語FUERAM）の接続法化が顕著になる（辻井
1996:331）。-ra形と今回扱っている接続法未来形は、語形の上では 100%対応があるので、
-ra形の接続法化と何らかの関係があると思われる。 
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Abstract 
The future form of the Spanish subjunctive 
 
Hirofumi Doi 
 This article examines the future form of the Spanish subjunctive. The subjunctive  
future was never seen during the era of Classical Latin. It appeared in the two languages 
spoken in the Iberian Peninsula. In modern Spanish few uses are found in the written 
language, especially in legislation. The following three points about the future form of 
the Spanish subjunctive will be discussed in this article: 
 
1. Frequent use of the subjunctive future until so-called Siglo de Oro (Golden Century 
of Spain) 
2. Use of the subjunctive future limited to the interior of adverbial or adjective clauses 
in modern Spanish, which means the certain acquisition of subordination. 
3. Probability of the derivation of the future form of Spanish subjunctive from both 
futurum exactum (indicative future perfect) and subjunctive perfect of Classical Latin. 
The subjunctive future obtains a perfectivity judging from cases which use si clause 
(if clause), luego que (after or as soon as) or cuando clause (when clause) 
 
 
